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4倍大気二酸化炭素時の温暖化と極域増幅に対するサブグリッド積雪分布の寄与
The contribution of sub-grid snow distributions to climate change and polar amplification
in a quadrupled CO2 world.
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大気大循環モデルを用いた将来気候予測において、積雪被覆の変化は積雪アルベドフィードバックを通じて極域増幅
に対して寄与する重要な要素である。本研究では、サブグリッド積雪被覆スキーム SSNOWD(Liston 2004)を大気大循環
モデルMIROCの陸面サブモデルMATSIROに組み込んだ。この SSNOWDを導入したMIROCを用いて産業革命前と 4
倍大気二酸化炭素実験を行い温暖化を推定した。
また、簡易な経験式に基づいて積雪被覆を表現している現行の MIROCによる 4倍大気二酸化炭素実験と比較するこ

とで、サブグリッド積雪被覆の導入による large-scaleの気候変動と極域増幅に対する寄与を推定した。
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